
2026年5月22日
醸界タイムスに取材記事が掲載されました。
～搾った後のお酒を守る～
酸化やダメージを防ぐ設備を多数提案
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　【
名
古
屋
】
日
本
酒
造
組

合
中
央
会
中
部
支
部
（
中
島

善
二
支
部
長
）は
５
月
18
日
、

中
村
区
の
料
理
旅
館
な
ご
や

花
亭
美
よ
し
で
令
和
８
年
度

通
常
総
会
を
開
催
、
令
和
７

年
度
の
事
業
・
経
費
収
支
決

算
、
令
和
８
年
度
の
事
業
計

画
・
経
費
収
支
予
算
な
ど
に

つ
い
て
の
審
議
、
中
央
情
勢

報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
会
の
冒
頭
、
中
島
支
部
長

は
「
１
年
間
、
た
い
へ
ん
な

運
営
が
続
い
た
が
、
様
々
な

支
援
に
よ
り
、
ど
う
に
か
決

着
が
つ
き
つ
つ
あ
る
。
来
年

も
引
き
続
き
支
援
が
得
ら
れ

る
よ
う
対
策
を
と
り
、
次
の

　
今
年
も
全
国
新
酒
鑑
評
会
の
審
査
結

果
が
発
表
さ
れ
た
。
今
年
は
、
全
国
か

ら
昨
年
よ
り
16
点
少
な
い
７
９
３
点
が

出
品
さ
れ
、
予
審
、
決
審
を
経
て
、
４

１
１
点
が
入
賞
酒
に
、
う
ち
２
１
７
点

が
金
賞
酒
と
し
て
選
出
さ
れ
た
。

　
今
年
の
出
品
酒
は
５
月
27
日
、
28
日

に
東
広
島
市
で
開
か
れ
る
製
造
技
術
研

究
会
で
披
露
さ
れ
る
。
果
た
し
て
ど
の

よ
う
な
お
酒
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

　
出
品
酒
の
分
析
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ

て
い
る
平
成
30
酒
造
年
度
〜
令
和
５
酒

造
年
度
の
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
、
甘
口

化
と
純
米
化
が
み
ら
れ
た
。

　
日
本
酒
度
の
平
均
値
は
、
平
成
30
酒

造
年
度
は
「
０
・
９
」
だ
っ
た
も
の
が

令
和
５
酒
造
年
度
に
は
「
―
０
・
７
」

と
低
下
し
て
お
り
、
出
品
酒
の
甘
口
化

傾
向
は
続
い
て
い
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

主
要
な
糖
分
で
あ
る
グ
ル
コ
ー
ス
濃
度

の
平
均
値
も
、
近
年
は
微
増
ま
た
は
横

ば
い
で
推
移
し
て
お
り
、
甘
味
と
高
い

香
り
を
特
徴
と
す
る
酒
質
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
る
。

　
純
米
吟
醸
酒
（
ア
ル
コ
ー
ル
無
添

加
）
の
出
品
点
数
に
つ
い
て
も
、近
年
、

着
実
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
大
き
な

特
徴
。
平
成
30
酒
造
年
度
は
１
８
６
点

だ
っ
た
純
米
吟
醸
酒
は
、
令
和
元
酒
造

年
度
は
２
１
６
点
、
令
和
２
酒
造
年
度

は
２
５
１
点
、
令
和
３
酒
造
年
度
は
２

６
８
点
、
令
和
４
酒
造
年
度
は
２
９
０

点
、令
和
５
酒
造
年
度
は
２
９
７
点
と
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
添
加
し
な
い
純
米
酒
の

出
品
は
毎
年
増
え
続
け
て
お
り
、
令
和

５
年
度
に
は
全
出
品
酒
の
約
36
％
を
占

め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
酒
質
の
多
様
化
と
香
り
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
進
ん
で
い
る
。
吟

醸
酒
の
主
流
で
あ
る
カ
プ
ロ
ン
酸
エ
チ

ル
濃
度
の
分
布
は
、
７
〜
９
㎎
／
ℓ
よ

り
も
低
い
濃
度
５
〜
７
㎎
／
ℓ
に
ピ
ー

ク
が
シ
フ
ト
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
審

査
員
か
ら
は
、「
酢
酸
イ
ソ
ア
ミ
ル
を

特
徴
と
す
る
高
品
質
な
酒
や
、イ
チ
ゴ
、

干
し
ブ
ド
ウ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
、
マ
ス

カ
ッ
ト
、
柑
橘
系
と
い
っ
た
バ
ラ
エ

テ
ィ
豊
か
な
香
り
を
持
つ
出
品
酒
が
散

見
さ
れ
る
」
と
の
指
摘
が
増
え
て
い
る

と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
出
品
酒
全
体
の
ア
ル
コ
ー

ル
分
は
、
長
期
的
に
見
て
緩
や
か
に
低

下
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
は
「
16
・

９
％
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
酒
造
り
の
現
場
で
は
、
原
料
米
の
選

択
か
ら
製
成
に
至
る
ま
で
、
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
努
力
で
最
高
の
技
術
を
注

ぎ
込
み
、
吟
醸
酒
を
造
り
上
げ
て
い

る
。
鑑
評
会
は
、
そ
の
努
力
の
結
果
と

し
て
客
観
的
に
評
価
さ
れ
る
場
で
は
あ

る
が
、
記
録
的
な
猛
暑
に
よ
る
米
の
硬

さ
な
ど
、
例
年
以
上
に
難
し
い
条
件
下

で
、
細
心
の
注
意
を
払
い
最
高
の
技
術

を
尽
く
し
た
こ
と
は
、
出
品
酒
そ
の
一

滴
一
滴
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。
賞
と
い

う
形
を
超
え
て
、
自
ら
の
酒
と
真
摯
に

向
き
合
い
、
技
術
を
研
鑽
し
続
け
る
プ

ロ
セ
ス
こ
そ
が
、
蔵
の
宝
で
あ
り
、
日

本
の
お
酒
の
宝
で
も
あ
る
。

　
多
様
な
香
り
が
生
ま
れ
て
い
る
今
の

時
代
、
結
果
以
上
に
、
自
身
の
信
じ
る

酒
質
を
追
求
す
る
挑
戦
が
、
日
本
酒
の

未
来
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
く
。
５
月

27
日
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
噛
み
し
め

な
が
ら
出
品
酒
を
楽
し
み
た
い
。（
拓
）

　【
仏
パ
リ
】
第
６
回
『Kura 

Master

本
格
焼
酎
・
泡
盛

コ
ン
ク
ー
ル
』（
主
催
・

Kura Master

協
会
）
８
部

門
の
各
１
位
「
審
査
員
賞
」

８
銘
柄
が
５
月
18
日
発
表
さ

空
港
（
株
）、
岐
阜
県
商
工

労
働
部
、
静
岡
県
経
済
産
業

部
、
愛
知
県
経
済
産
業
局
、

三
重
県
雇
用
経
済
部
、
岐
阜

県
酒
造
組
合
連
合
会
、
静
岡

県
酒
造
組
合
、
愛
知
県
酒
造

組
合
、
三
重
県
酒
造
組
合
、

日
本
蒸
留
酒
酒
造
組
合
中
部

北
陸
支
部
、
全
国
卸
売
酒
販

　【
名
古
屋
】
名
古
屋
国
税

局
（
端
本
秀
夫
局
長
）
が
主

催
す
る
東
海
地
域
日
本
産
酒

類
輸
出
促
進
連
絡
会
議
が
５

月
15
日
、
名
古
屋
国
税
局
国

税
総
合
庁
舎
で
開
催
さ
れ

た
。

　
日
本
産
酒
類
の
総
合
的
な

年
も
ま
た
多
く
の
驚
き
が

あ
っ
た
。
す
べ
て
の
生
産
者

の
皆
様
の
お
か
げ
で
、
私
た

ち
は
毎
年
本
当
に
素
晴
ら
し

い
銘
酒
を
試
飲
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
る
。
現
在
、
審
査

員
た
ち
は
泡
盛
と
本
格
焼
酎

の
世
界
に
ま
す
ま
す
情
熱
と

関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
私
自

（
高
知
）
有
光
由
（
同
）
▽

監
査
幹
事
＝
島
津
平
朗
（
香

川
◎
）
横
田
圭
市
郎
（
同
）

の
各
氏
を
決
め
た
。

　
四
国
清
酒
懇
話
会
は
、
石

川
寛
記
専
務
理
事
を
司
会
に

武
田
会
長
が
議
長
を
務
め
、

第
58
期
３
月
期
収
支
決
算
約

２
９
８
万
円
や
第
59
期
収
支

予
算
約
１
２
０
万
円
な
ど
全

議
案
を
可
決
承
認
。
武
田
会

長
は
、
冒
頭
あ
い
さ
つ
や
日

青
協
の
現
状
報
告
を
通
し
て

輸
出
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加

に
つ
い
て
「
明
る
い
兆
し
」

と
評
価
し
た
う
え
で
、
酒
サ

ム
ラ
イ
な
ど
の
情
報
を
提

供
。
Ｉ
Ｗ
Ｃ
酒
部
門
の
国
内

開
催
に
つ
い
て
「
四
国
も
期

　【
鹿
児
島
・
東
京
】
濵
田

酒
造
（
本
社
・
鹿
児
島
県
い

ち
き
串
木
野
市
、
濵
田
光
太

郎
社
長
）
が
４
月
19
日
、
㈱

エ
ー
・
ピ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
（APHD

、
本
社
・
東

京
都
豊
島
区
、
米
山
久
会
長

兼
社
長
）
と
の
フ
ァ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
、
東
京

都
港
区
の
「
炭
火
焼
鳥 

塚

オ
ス
ス
メ
の
飲
み
方
や
ペ
ア

リ
ン
グ
な
ど
を
紹
介
。
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
「THE 

FIRST

」
の
出
演
を
き
っ
か

け
に
活
躍
の
幅
を
広
げ
る

シ
ン
ガ
ーREIKO

さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
。CHILL 

GREEN

シ
リ
ー
ズ
は
炭
酸

割
り
で
無
料
提
供
。
個
性
の

異
な
る
２
種
類
を
飲
み
比
べ

て
も
ら
う
。

　
４
週
間
に
わ
た
り
、
番
組

で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー

も
展
開
さ
れ
る
。

を
乗
り
越
え
よ
う
」
と
訴
え

た
。

　
総
会
終
了
後
、
祝
辞
の
中

で
名
古
屋
国
税
局
課
税
第
二

人
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
々
で
、
フ
ラ
ン
ス
国

家
が
最
高
職
人
の
資
格
を
証

明
す
る
Ｍ
Ｏ
Ｆ
保
有
者
を
は

じ
め
、
フ
ラ
ン
ス
の
一
流
ホ

テ
ル
の
ト
ッ
プ
ソ
ム
リ
エ
や

　【
中
四
国
＝
徳
島
・
四
国
４
県
】
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
四
国
支
部
（
香
川
県
高

松
市
、川
人
裕
一
郎
支
部
長
）
は
５
月
13
日
（
水
）、令
和
８
（
２
０
２
６
）
年
度
「
通

常
総
会
」
と
、
中
央
会
の
周
知
・
情
勢
報
告
を
中
心
と
す
る
四
国
支
部
会
を
阿
波
観

光
ホ
テ
ル
（
徳
島
市
）
で
開
催
し
た
。
こ
れ
に
先
が
け
、
若
手
で
組
織
す
る
四
国
清

酒
懇
話
会
（
武
田
昇
三
会
長
）
の
第
58
期
「
通
常
総
会
」
も
あ
わ
せ
て
開
き
、
懇
親

会
も
含
め
盛
会
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

EP05

」
▽
米
焼
酎
部
門
＝

熊
本
県
・
豊
永
酒
造
「
常
圧 

豊
永
蔵
」
▽
麦
焼
酎
部
門
＝

熊
本
県
・
豊
永
酒
造
「
麦
汁
」

▽
黒
糖
焼
酎
部
門
＝
鹿
児
島

県
・
奄
美
大
島
酒
造
「
じ
ょ

う
ご
」
▽
泡
盛
部
門
＝
沖
縄

県
・
八
重
泉
酒
造
「
八
重

泉
」
▽
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
部
門

た
。

　
中
で
も
厳
し
い
コ
メ
事
情

の
な
か
、
新
た
に
酒
蔵
と
コ

メ
農
家
が
連
動
す
る
「
酒
農

連
携
等
促
進
事
業
」
に
つ
い

て
は
、
背
景
や
ス
キ
ー
ム
、

専
任
担
当
な
ど
を
詳
し
く
述

べ
る
と
と
も
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
、
時
間
を
割
い
て
参

加
者
に
説
明
。
こ
の
ほ
か
コ

メ
に
関
す
る
実
情
や
事
業
継

承
の
関
連
で
近
年
急
増
し
て

い
る
Ｍ
＆
Ａ
、
酒
造
期
の
重

大
事
故
例
、
純
ア
ル
コ
ー
ル

量
の
表
示
な
ど
も
詳
細
が
語

ら
れ
た
。

　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　 

　
日
本
酒
造
組
合
中
央
会
四

国
支
部
の
令
和
８
年
度
「
通

常
総
会
」
も
石
川
専
務
理
事

を
司
会
に
川
人
支
部
長
の
議

長
選
任
で
進
み
、
約
２
０
０

万
円
超
規
模
の
同
年
度
収
支

予
算
な
ど
全
議
案
を
可
決
承

認
。

　
事
業
計
画
は
、
▽
四
国
４

県
き
き
酒
競
技
会
＝
６
月
２

日
（
火
）
香
川
県
酒
造
組
合

▽
人
材
育
成
事
業
＝
通
信
教

育
ス
ク
ー
リ

ン
グ
同
月
９

日
（
火
）
〜

11
日
（
木
）

高
松
国
税
局

協
力
、
夏
期

研
修
８
月
７

日
（
金
）
愛

媛
▽
四
国
酒

類
業
界
新
年

賀
詞
交
歓
会

＝
来
年
令
和

９
（
２
０
２

７
）
年
１
月

ど
の
香
り
系
焼
酎
の
魅
力
紹

介
、
ま
た
香
り
系
焼
酎
の
ほ

か
「
赤
兎
馬
」
や
「
隠
し
蔵
」

時
代
を
見
据
え
て
努
力
し
て

い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

「
実
効
性
が
問
わ
れ
る
だ
け

に
、
連
携
を
密
に
し
て
難
局

れ
た
。

　
２
０
１
７
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
「
フ
ラ
ン
ス
の

地
で
行
う
フ
ラ
ン
ス
人
の

た
め
の
和
酒
の
コ
ン
ク
ー

ル
」。
審
査
員
は
フ
ラ
ン
ス

組
合
中
央
会

名
古
屋
支
部
、

全
国
小
売
酒

販
組
合
中
央

会
東
海
支
部

が
参
加
。
名

古
屋
国
税
局
・

端
本
局
長
は

冒
頭
の
あ
い

さ
つ
で
「
会

議
ス
タ
ー
ト

以
来
、
情
報

交
換
、
連
携

強
化
が
進
み
、

い
い
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
話
し
、
具

体
的
に
明
確
な
目
標
設
定
、

様
々
な
施
策
の
展
開
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
へ
の
訴
求
機
会
の

増
加
な
ど
を
挙
げ
「
今
回
も

い
い
発
見
が
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
会
議
に
し
て

ほ
し
い
」
と
要
望
し
た
。

輸
出
環
境
整
備
に
向
け
、
地

域
に
応
じ
た
取
り
組
み
が
実

施
で
き
る
よ
う
、
管
内
４
県

の
関
係
府
省
の
地
方
支
分
部

局
、
関
係
機
関
及
び
地
方
自

治
体
な
ど
と
の
情
報
交
換
、

恒
常
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
・
充
実
を
目
的
と
し
た

会
議
で
、
平
成
２
５
年
か
ら

毎
年
開
催
。
今
回
は
東
海
農

政
局
、
関
東
農
政
局
、
中
部

経
済
産
業
局
、
中
部
運
輸

局
、
東
海
財
務
局
、
名
古
屋

税
関
、日
本
貿
易
振
興
機
構
、

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、

国
際
協
力
機
構
、
中
部
国
際

身
も
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
を
通

じ
て
新
た
な
受
賞
者
を
発
見

す
る
こ
と
に
大
き
な
喜
び
を

感
じ
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト

し
て
い
る
。

　「
審
査
員
賞
」
受
賞
酒
は

以
下
。

　
▽
芋
焼
酎
部
門
＝
鹿
児

島
県
・
若
潮
酒
造
「GLOW

 

担
を
お
ぎ
な
う
補
助
金
や
國

酒
振
興
に
伴
う
補
正
予
算
に

触
れ
、
人
気
の
羽
田
空
港
Ｐ

Ｒ
事
業
の
成
果
な
ど
を
報

告
。
海
外
戦
略
も
米
中
の
偏

り
解
消
に
向
け
た
タ
イ
や
ベ

ト
ナ
ム
、
オ
セ
ア
ニ
ア
な
ど

新
た
な
需
要
開
拓
を
示
し

田
農
場 THE2nd 

新
橋
店
」

で
開
催
し
た
。
濵
田
酒
造
が

実
施
レ
ポ
ー
ト
を
配
信
し

た
。

　
濵
田
酒
造
の
フ
ァ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
だ
い
や
め
横

丁
」
とAPHD

の
フ
ァ
ン
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ「YOSENABE

」

は
共
に
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「coorum

（
コ
ー
ラ
ム
）」
を

利
用
。「
異
業
種
と
の
取
り

組
み
に
よ
る
潜
在
顧
客
と
の

接
点
を
模
索
し
て
い
た
」。

　
当
日
は
、
濵
田
酒
造
の
造

り
手
に
よ
る
「
だ
い
や
め
」

や
「CHILL GREEN

」

な

　C
H
IL
L 

GREEN

の
コ

ン
セ
プ
ト
は

「
ゆ
っ
た
り
と

自
分
ら
し
く

過
ご
せ
る
時

間
に
寄
り
添

え
る
ブ
ラ
ン

ド
」。CHILL 

GREEN spicy 
& citrus

は
、

幻
の
ス
パ
イ

ス
「
マ
ー
ガ

オ
」
を
原
材

料
に
使
用
し

「
爽
快
で
柑
橘
香
る
ス
パ
イ

シ
ー
な
味
わ
い
を
実
現
」。

CHILL GREEN bitter & 
tropical

は
、
希
少
品
種

「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
ホ
ッ
プ
」

を
使
用
す
る
こ
と
で
「
ピ
ン

ク
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
の
よ

う
な
甘
く
爽
や
か
な
柑
橘
香

と
ほ
ろ
苦
い
味
わ
い
」
が
楽

し
め
る
。「
こ
れ
ま
で
焼
酎

に
苦
手
意
識
の
あ
っ
た
方
や

飲
ま
な
か
っ
た
方
に
も
評
価

さ
れ
、
徐
々
に
市
場
を
拡
大

し
て
い
る
」（
同
社
）。

部
・
嶋
橋
和
夫
部
長
は
「
業

界
は
厳
し
い
が
、
皆
さ
ん
の

声
に
耳
を
傾
け
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
対
応
を
心
が
け
て
き

た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
の

協
力
を
進
め
て
い
く
」
と
述

べ
た
。

バ
ー
マ
ン
、カ
ー
ヴ
ィ
ス
ト
、

レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
料

理
学
校
関
係
者
な
ど
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
本
格
焼
酎
・

泡
盛
コ
ン
ク
ー
ル
は
２
０
２

１
年
度
か
ら
。

　
審
査
は
４
月
27
日
、
パ
リ

の
「
パ
ヴ
ィ
ヨ
ン
・
ル
ド
ワ

イ
ヤ
ン
」
で
、
１
２
５
人
に

よ
り
行
わ
れ
た
。
審
査
員
賞

８
銘
柄
か
ら
１
銘
柄
を
選

ぶ
、
全
出
品
酒
の
中
で
最
高

賞
１
位「
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
賞
」

は
今
年
９
月
、
在
フ
ラ
ン
ス

日
本
国
大
使
公
邸
で
行
わ
れ

る
授
賞
式
で
発
表
さ
れ
る
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員

長
、
ク
リ
ス
ト
フ
・
ダ
ヴ
ォ

ワ
ン
ヌ
氏
は
今
回
の
審
査
会

に
つ
い
て
「（Kura Master

が
始
ま
っ
て
か
ら
10
年
）
今

待
し
た
い
」
と
展
望
し
た
。

　
同
懇
話
会
は
、
徳
島
・
渭

水
会
、
香
川
県
愛
醸
会
、
愛

媛
・
緑
水
会
、
高
知
・
土
佐

酉
水
会
の
４
県
持
ち
回
り

で
、
次
回
開
催
地
は
香
川
。

役
員
改
選
（
任
期
２
年
、
６

名
新
任
◎
印
）
で
は
、
▽
会

長
＝
飯
田
隆
仁
（
香
川
◎
）

▽
副
会
長
＝
松
浦
素
子
（
徳

島
）
水
口
皓
介
（
愛
媛
◎
）

南
知
秀
（
高
知
）
▽
幹
事
＝

斎
藤
智
彦
（
徳
島
）
苛
原
靖

（
同
）山
内
倫
太
郎（
愛
媛
◎
）

山
下
英
輔
（
同
）
高
木
一
歩

　【
鹿
児
島
・
広
島
】
濵
田

酒
造
（
鹿
児
島
県
い
ち
き
串

木
野
市
、濵
田
光
太
郎
社
長
）

の
新
感
覚
ボ
タ
ニ
カ
ル
系
麦

焼
酎
『CHILL GREEN

』
と
、

広
島
Ｆ
Ｍ
「Sunny Side 

Palette

」
が
コ
ラ
ボ
。
番
組

で
の
タ
イ
ア
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー

の
展
開
と
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

お
よ
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
が
行

わ
れ
る
。

　
６
月
21
日
（
日
）
13
〜

18
時
、
広
島
市
紙
屋
町

シ
ャ
レ
オ
中
央
広
場
で

『CHILL GREEN presents 
Sunny Side Palette CHILL 
SESSION with REIKO

』
を

開
催
す
る
。

　
広
島
Ｆ
Ｍ
の
昼
の
新
番
組

「Sunny Side Palette

」
が

ス
タ
ジ
オ
を
飛
び
出
す
ラ
ジ

オ
オ
フ
会
。
抽
選
で
50
人
を

招
待
し
、CHILL GREEN

を
飲
み
な
が
ら
ト
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
。

７
日
（
木
）
高
松
・
会
場
仮

押
さ
え
▽
高
松
国
税
局
主
催

会
議
＝
輸
出
促
進
連
絡
協
議

会
６
月
９
日
（
火
）、
四
国

清
酒
鑑
評
会
表
彰
式
11
月
予

定
な
ど
。

　
こ
れ
に
先
が
け
て
、
川
人

支
部
長
は
冒
頭
あ
い
さ
つ

で
、
中
東
原
油
に
絡
む
資
材

値
上
げ
や
コ
メ
問
題
に
つ
い

て
「
知
恵
を
出
し
合
っ
て
乗

り
切
ら
な
い
と
い
け
な
い
」

と
主
張
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も

「
酒
類
の
需
要
に
つ
な
が
っ

た
か
ど
う
か
検
証
が
必
要

だ
」
と
し
た
う
え
で
、
四
国

の
酒
の
今
後
に
つ
い
て
「
不

安
と
期
待
が
入
り
混
じ
る

が
、
国
内
外
で
広
め
た
い
」

と
協
力
を
求
め
た
。

　
来
賓
は
、
高
松
国
税
局
の

齋
地
義
孝
局
長
を
は
じ
め
、

小
熊
哲
一
郎
課
税
部
長
、
山

本
憲
哉
酒
類
監
理
官
、
垂
水

和
仁
筆
頭
酒
類
業
調
整
官
、

川
村
理
徳
島
派
遣
酒
類
業
調

整
官
、
亀
谷
武
志
酒
類
業
担

当
官
、
徳
島
税
務
署
の
曽
我

智
樹
署
長
ら
が
臨
席
。
齋
地

局
長
は
あ
い
さ
つ
し
、
業
界

で
苦
労
が
続
く
コ
メ
問
題
を

思
い
や
り
、「
庁
か
ら
も
し
っ

か
り
対
応
す
る
よ
う
に
と
言

わ
れ
て
お
り
、
皆
様
と
の
繋

が
り
を
大
切
に
当
局
も
様
々

な
取
り
組
み
で
サ
ポ
ー
ト
し

た
い
」
と
支
援
姿
勢
を
明
確

に
し
た
。

　
役
員
改
選
も
あ
り
、
理
事

や
監
事
ら
を
選
任
。
川
人
支

部
長
は
中
央
会
６
月
総
会
で

退
任
し
、
四
国
の
後
任
は
愛

媛
が
受
け
る
見
通
し
。

な
ど
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
と

こ
だ
わ
り
の
料
理
と
の
ペ
ア

リ
ン
グ
体
験
な
ど
が
行
わ
れ

びん燗=湯煎（P箱送り半自動式）
急冷=シャワー（P箱送りコンベヤ式）

ＴＭ式吟醸搾り機   流量差圧制御式 ノミタリー
モロミの搾り流量に応じて自動加圧

モロミへの負荷を押さえて最高の搾りを実現！

実用新案
登録済

ありそうでなかった

サニタリーバルブ
タンク直付アタッチメント

湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎湯煎煎湯煎煎（P箱送り半自動式）

　
高
松
国
税
局
の
山
本
憲
哉

酒
類
監
理
官
は
、
来
賓
祝
辞

で
同
会
の
活
動
を
称
え
、
四

国
の
清
酒
に
つ
い
て
も
吟
醸

酒
・
冷
酒
・
燗
酒
の
３
部
門

制
に
昨
年
変
更
し
た
四
国
清

酒
鑑
評
会
の
成
果
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、「
い
ず
れ
も
市

場
性
が
高
い
」
と
躍
進
を
期

待
。「
四
国
×
酒
国
」
イ
ベ

ン
ト
も
昨
年
６
年
ぶ
り
に
再

開
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
振
り

返
り
、「
当
局
も
取
り
組
み

を
推
進
し
た
い
」
と
積
極
支

援
を
強
調
し
た
。

　
四
国
支
部
会
の
支
部
長
あ

い
さ
つ
に
続
く
周
知
・
報
告

事
項
で
は
、
中
央
会
の
情
勢

に
つ
い
て
三
宅
清
嗣
副
会
長

が
招
か
れ
て
登
壇
。
全
国
の

各
支
部
総
会
向
け
「
資
料
」

を
も
と
に
詳
し
く
貴
重
な
情

報
を
提
供
し
た
。

　
大
き
な
柱
と
な
る
中
期
事

業
計
画
に
つ
い
て
、
財
政
負

「
新
会
長
」に
飯
田
氏
選
ぶ

中
央
情
勢
は
三
宅
副
会
長

四
国
清
酒 

懇
話
会
総
会

四
国
支
部
総
会 

「
酒
農
連
携
」
も

「
四
国
に
期
待
」明
る
さ
も

「
四
国
の
酒
」内
外
で
展
望

「
通
常
総
会
」を
徳
島
で

日
本
酒
造
組
合 

中
央
会
四
国
支
部

四
国
清
酒
懇
話
会
総
会
も

８
部
門
各
１
位
「
審
査
員
賞
」
発
表

『Kura M
aster

本
格
焼
酎
・
泡
盛
コ
ン
ク
ー
ル
』

フ
ァ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
開
催

濵
田
酒
造
×
エ
ー
・
ピ

ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

＝
青
森
県
・
八
戸
酒
造
「
湊

蒸
留
所 

り
ん
ご
ス
ピ
リ
ッ

ツ
」
▽
樽
貯
蔵
部
門
＝
鹿

児
島
県
・
田
苑
酒
造
「
田

苑 ENVELHECIDA

」

▽

ク
ラ
フ
ト 

コ
ウ
ジ 

ス
ピ

リ
ッ
ツ
部
門
＝
福
岡
県
・
篠

崎
「
朝
倉 SHERRY CASK 

FINISH

」

た
。

　APHD

は
、
塚
田
農
場
な

ど
の
居
酒
屋
業
態
の
ほ
か
、

四
十
八
漁
場
、
芝
浦
食
肉
、

寿
司
、
焼
鳥
、
火
鍋
、
し
ゃ

ぶ
し
ゃ
ぶ
と
い
っ
た
専
門
業

態
な
ど
40
ブ
ラ
ン
ド
以
上
の

多
様
な
飲
食
店
を
国
内
外
で

運
営
。
中
食
事
業
で
あ
る

「
塚
田
農
場
プ
ラ
ス
」、
食
鳥

や
鮮
魚
の
加
工
・
流
通
業
も

行
っ
て
い
る
。

濵
田
酒
造
『CHILL GREEN

』

広
島
Ｆ
Ｍ
と
コ
ラ
ボ

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も

「
次
の
時
代
を
見
据
え
て
努
力
」

日
本
酒
造
組
合
中
央
会

中

部

支

部

通
常
総
会
を
開
催

東
海
地
域
日
本
産
酒
類
輸
出

促
進
連
絡
会
議
を
開
催

名古屋国税局
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も
小
さ
く
密
閉
環
境
制
御
の

た
め
適
切
な
Ｃ
Ｏ
２
濃
度
を

保
持
し
た
製
麹
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
自
動

で
冷
却
工
程
へ
移
行
す
る
こ

と
か
ら
、
移
動
や
手
入
れ
な

ど
の
作
業
負
荷
も
低
減
。
さ

ら
に
、
冷
却
工
程
か
ら
そ
の

ま
ま
冷
凍
保
管
も
可
能
で
、

麹
の
作
り
置
き
保
管
も
で
き

て
便
利
に
な
り
、
優
れ
た
温

度
湿
度
機
能
で
薄
盛
床
工
程

も
可
能
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
機

能
を
搭
載
し
、
自
在
に
温
度

管
理
、
製
麹
環
境
を
構
築
で

き
、
製
麹
16
＋
冷
却
４
ス

を
発
売
し
て
い
る
。

　
高
精
度
温
湿
度
制
御
に
よ

る
製
麹
か
ら
出
麹
冷
却
・
冷

凍
保
管
ま
で
１
台
で
完
結
で

き
る
フ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
製

麹
装
置
で
、
上
下
の
品
温
差

　
仕
込
、
貯
蔵
に
兼
用
可
能

で
、
冷
蔵
庫
よ
り
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
も
安
く
、
マ
イ
ナ

ス
貯
蔵
も
可
能
。
自
動
品
温

制
御
で
手
間
要
ら
ず
、
結
露

が
少
な
く
衛
生
的
な
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

　
タ
ン
ク
材
質
は
Ｓ
Ｕ
Ｓ
３

０
４
を
採
用
。
ジ
ャ
ッ
キ

ア
ッ
プ
不
要
で
設
置
で
き

る
。

　
サ
イ
ズ
は
、
２
０
０
型
式

（
２
０
０
ℓ
）、
３
０
０
型
式

（
３
０
０
ℓ
）
の
２
種
類
を

用
意
。
小
仕
込
・
マ
イ
ク
ロ

ブ
ル
ワ
リ
ー
・
ど
ぶ
ろ
く
醸

造
に
最
適
な
仕
様
と
な
っ
て

い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
同
社
（
０

２
５
―
３
６
２
―
１
６
１

１
）
ま
で
。

テ
ッ
プ
の
設
定
が
可
能
。
最

大
１
０
０
種
類
の
温
調
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
制
御
内
容
は
遠
隔

で
設
定
変
更
、
操
作
記
録
が

可
能
で
、
遠
隔
で
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
も
で
き
る
。
ま
た
、
測

定
デ
ー
タ
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

に
記
録
す
る
こ
と
も
で
き
、

Ｃ
Ｓ
Ｖ
、
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
な
ど

で
保
存
・
検
証
が
可
能
と
な

る
。

　
最
小
５
㎏
〜
最
大
60
㎏

（
推
奨
数
量
50
㎏
）
の
製
麹

が
可
能
。
種
切
り
、
盛
り
込

み
、
手
入
れ
ス
ペ
ー
ス
は
別

途
必
要
と
な
る
。

　
ま
た
、
ミ
ニ
サ
イ
ズ
で
き

ち
ん
と
品
温
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
、
省
ス
ペ
ー
ス
で
使
え
る

「
ク
ラ
フ
ト
サ
ー
マ
ル
タ
ン

ク
」も
好
評
と
な
っ
て
い
る
。
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水蒸気蒸留法を用い柑橘、樹木、ハー
ブ類の精油成分を抽出する蒸留装置と
なります。従来の水蒸気蒸留法による
精油の抽出は直接加熱方式によるもの
でしたが、熱の影響によるコゲ臭や成
分劣化が懸念されます。本村製作所製
アロマ減圧水蒸気蒸留装置は、間接加
熱方式により上質な精油成分の抽出が
可能となる他、減圧蒸留により香り成
分の特徴が良く引き立つ精油成分の抽
出も可能となります。

■ アロマ蒸留機とは

アロマ蒸留機減圧水蒸気蒸留装置

本
村
製
作
所

本
村
製
作
所

ア

ロ

マ

減

圧

水
蒸
気
蒸
留
装
置

単
に
使
え
、
廃
棄
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
い
た
果
皮
や
樹
皮

が
、
ア
ロ
マ
と
な
っ
て
売
上

げ
に
転
じ
る
な
ど
収
益
効
果

も
大
き
い
。
酒
類
の
新
商
品

開
発
、
バ
イ
オ
化
粧
品
へ
の

利
用
な
ど
事
業
の
多
角
化
に

寄
与
し
そ
う
だ
。

　
長
年
ノ
ウ
ハ
ウ
を
培
っ
て

き
た
焼
酎
用
減
圧
蒸
留
器
を

応
用
。
低
温
蒸
留
に
よ
り
ソ

フ
ト
な
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
抽
出

を
可
能
に
し
た
。
主
な
特
徴

は
、
①
低
温
（
40
度
Ｃ
）
で

の
蒸
留
に
よ
り
、
香
成
分
を

損
な
わ
ず
コ

ゲ
臭
の
な
い

精
油
が
抽
出

で
き
る
②
ス

テ
ン
レ
ス
製

で
さ
び
に
く

く
衛
生
的
③

密
閉
構
造
で

臭
気
の
拡
散

を
抑
制
④
原

料
の
投
入
か
ら
終
了
後
の
精

油
回
収
・
洗
浄
ま
で
の
運
転

　「
ア
ロ
マ
減
圧
水
蒸
気
蒸

留
装
置
」
は
、
デ
リ
ケ
ー
ト

な
ア
ロ
マ
精
油
を
花
卉
（
か

き
）
や
柑
橘
類
、
樹
木
な
ど

か
ら
熱
に
よ
る
劣
化
を
避
け

高
抽
出
す
る
機
器
だ
。

　
ア
ロ
マ
の
高
回
収
を
実
現

し
、
導
入
の
大
学
研
究
機
関

や
果
実
加
工
食
品
会
社
な
ど

か
ら
も
好
評
。
誰
に
で
も
簡

ア
ロ
マ
、劣
化
避
け
高
抽
出

新
商
品
開
発
、多
角
化
に
寄
与

が
一
人
で
簡
単
に
出
来
る
⑤

精
油
分
離
器
に
よ
り
精
油
の

回
収
が
容
易
・
確
実
⑥
コ
ン

パ
ク
ト
に
ユ
ニ
ッ
ト
化
し
た

こ
と
で
移
動
も
容
易
。

　
同
装
置
導
入
の
大
学
が
ラ

ベ
ン
ダ
ー
の
精
油
を
抽
出
。

芳
香
剤
と
し
て
認
知
症
の
予

防
・
治
療
を
行
う
ア
ロ
マ
セ

ラ
ピ
ー
に
活
用
す
る
な
ど
の

実
用
例
も
あ
る
。

　
６
通
り
の
蒸
留
法
（
ア
ロ

マ
抽
出
法
）
が
可
。
素
材
に

最
適
な
方
法
で
、
高
品
質
ア

ロ
マ
を
高
い
回
収
率
で
抽
出

で
き
る
。

　
▽
同
社
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
０
９
４

４
―
87
―
３
０
２
５
▽
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
／http://www.

motomura-mfg.co.jp/

　【
新
潟
】
新
洋
技
研
工
業

（
新
潟
市
南
区
）
は
、
床
・

棚
工
程
か
ら
出
麹
冷
却
は
も

ち
ろ
ん
、
麹
の
冷
凍
保
存
ま

で
で
き
る
小
型
自
動
製
麹
装

置「
Ｋ
ｏ
ｊ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
」

キ
ク
プ
ラ
ン
ド
ゥ
ー

キ
ク
プ
ラ
ン
ド
ゥ
ー

新
洋
技
研
工
業

新
洋
技
研
工
業

な
る
高
品
質
化
に
貢
献
し
て

き
た
醸
造
機
器
メ
ー
カ
ー
。

　
Ｔ
Ｍ
式
吟
醸
搾
り
機
は
、

天
秤
式
の
原
理
に
基
づ
い
た

押
圧
方
式
で
、
醪
に
無
理
を

か
け
ず
に
自
然
タ
レ
か
ら
搾

ＴＭ式吟醸搾り機自動油圧式

㈱
東
洋
商
会

㈱
東
洋
商
会

今
改
め
て
小
仕
込
が
大
き
く
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

「
小
仕
込
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ト
承
り
ま
す
」

　
㈱
東
洋
商
会
（
本
社
・
滋

賀
県
近
江
八
幡
市
安
土
町
、

高
木
敏
弘
会
長
）
は
、
吟
醸

酒
の
醸
造
に
最
適
な
吟
醸
特

機
シ
リ
ー
ズ
の
一
連
の
機
種

に
よ
っ
て
、
吟
醸
酒
の
さ
ら

薮
田
商
事

薮
田
商
事

　
薮
田
商
事
（
本
社
・
神
戸

市
東
灘
区
）
は
薮
田
式
沪
過

圧
搾
機
、
吟
醸
コ
シ
キ
、
火

入
殺
菌
装
置
、
減
圧
蒸
留
装

置
、
研
究
用
小
型
沪
過
圧
搾

機
40
Ｄ
型
な
ど
を
発
売
し
て

い
る
。

　
発
売
26
年
目
を
迎
え
た
Ｂ

型
PP
（
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
）

沪
板
は
、
実
績
と
し
て
延
べ

２
万
８
２
０
０
段
・
２
６
０

場
で
使
用
。
従
来
の
沪
過
圧

搾
機
に
も
組
込
が
可
能
。

　
吟
醸
コ
シ
キ
の
定
番
「
む

減
圧
蒸
留
機
能
を
搭
載
し
た

６
通
り
の
蒸
留
法
を
実
現

　【
広
島
】
キ
ク
プ
ラ
ン

ド
ゥ
ー（
広
島
市
安
佐
北
区
）

は
、
搾
っ
た
後
の
お
酒
へ
の

酸
化
や
ダ
メ
ー
ジ
を
防
ぐ
設

備
な
ど
を
中
心
に
提
案
し
て

い
る
。

 

　「
サ
ニ
ハ
ウ
＋
プ
ラ
ス
」

は
、
中
空
糸
膜
フ
ィ
ル
タ
ー

を
清
潔
に
保
つ
構
造
で
、
お

酒
に
も
や
さ
し
い
環
境
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
製
品
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
ハ

ウ
ジ
ン
グ
上
部
の
空
気
だ
ま

り
は
、
洗
浄
や
薬
液
へ
の
浸

漬
が
難
し
く
、
雑
菌
や
カ
ビ

が
繁
殖
す
る
原
因
と
な
り
、

そ
の
ニ
オ
イ
を
次
回
の
濾
過

で
お
酒
が
吸
着
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
っ
た
。同
製
品
は
、

今
ま
で
洗
浄
で
き
な
か
っ
た

ハ
ウ
ジ
ン
グ
内
の
上
部
空
気

だ
ま
り
も
独
自
の
ヘ
ッ
ド

て
い
る
。さ
ら
に
こ
の
ほ
ど
、

多
本
数
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
一

つ
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
に
収
容

し
、
大
流
量
の
ろ
過
、
フ
ィ

ル
タ
ー
洗
浄
を
自
動
運
転
で

行
え
る
「
サ
ニ
ハ
ウ
＋
プ
ラ

ス
Ｃ
Ｇ
」
も
発
売
し
、
注
目

を
集
め
て
い
る
。

　
搾
る
前
の
醪
に
優
し
い
タ

ン
ク
「
Ｋ
Ｐ
Ｄ
の
ジ
ャ
ケ
タ

ン
」
は
、
冷
水
を
通
す
タ
ン

ク
内
壁
と
外
壁
の
す
き
間
を

極
め
て
薄
い
構
造
と
し
、
保

水
量
を
極
小
化
。
冷
水
供
給

ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
機
能
で
す
っ

き
り
洗
い
流
せ
て
、
フ
ィ
ル

タ
ー
の
保
管
中
も
薬
液
に

し
っ
か
り
浸
す
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
ハ
ウ
ジ
ン
グ
内
部

で
浮
い
て
残
り
や
す
い
軽
い

オ
リ
も
大
き
な
排
出
口
か
ら

素
早
く
排
出
す
る
こ
と
も
で

き
、
フ
ィ
ル
タ
ー
へ
の
再
付

着
、
残
留
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
お
酒
に
も

フ
ィ
ル
タ
ー
に
も
良
い
状
態

を
長
く
保
つ
こ
と
が
で
き
る

精
密
ろ
過
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

を
止
め
て
か
ら
の
冷
や
し
過

ぎ
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
冷
え
方
に
偏
り

が
な
い
よ
う
、
内
部
に
仕
切

り
を
設
け
た
ほ
か
、
外
気
温

の
影
響
を
受
け
底
冷
え
を
防

ぐ
空
気
の
層
を
設
け
た
こ
と

で
、
断
熱
効
果
も
増
し
た
。

カ
ー
ブ
状
の
底
面
に
し
た
こ

と
で
、
円
滑
で
豊
か
な
対
流

が
実
現
し
、
温
度
の
ム
ラ
を

抑
え
、
櫂
入
れ
の
回
数
を
減

ら
す
こ
と
も
可
能
と
な
っ

た
。
ま
た
、
適
切
な
温
度
管

理
が
可
能
な
た
め
、
ス
ッ
ポ

ン
仕
込
み
に
も
対
応
。
枝
桶

か
ら
の
移
し
替
え
作
業
も
不

要
に
な
る
。

　
さ
ら
に
「
も
ろ
み
温
制
御

く
ん
」
と
連
動
さ
せ
る
こ
と

で
、
タ
ン
ク
内
の
温
度
の
上

が
り
方
、
下
が
り
方
か
ら
そ

の
後
の
温
度
を
予
測
し
、
冷

水
送
り
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
も
可
能
で
、
温
度

ム
ラ
や
冷
や
し
す
ぎ
を
抑
え

た
理
想
の
対
流
で
も
ろ
み
を

ス
イ
ス
イ
泳
が
せ
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
イ
メ
ー
ジ
の
よ

う
だ
。「
も
ろ
み
温
制
御
く

ん
」
と
ラ
ト
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

社
の
「
も
ろ
み
日
誌
」
を
連

動
さ
せ
る
こ
と
で
、
記
録
を

残
し
た
り
、
ス
マ
ホ
か
ら
遠

隔
で
温
度
操
作
を
行
う
こ
と

も
可
能
と
い
う
。

　
好
評
の
「
風
味
を
や
さ
し

〜
く
守
る
垂
壺
」
は
、
搾
っ

た
お
酒
と
と
も
に
圧
搾
機
か

ら
漏
れ
出
す
空
気
を
効
率
よ

く
逃
が
し
、
優
し
く
投
入
し

て
空
気
と
の
混
ざ
り
合
い
を

最
小
限
に
抑
え
る
も
の
。
搾

り
た
て
の
お
酒
の
酸
化
を
防

ぎ
、
も
ろ
み
が
本
来
持
つ
風

味
や
炭
酸
ガ
ス
を
で
き
る
限

り
守
っ
て
く
れ
る
。「
優
し

く
送
れ
る
サ
ニ
タ
リ
ー
ポ
ン

プ
Ｂ
Ｐ
」
は
、
脈
動
や
攪
拌

を
抑
え
た
回
転
で
、
優
し
く

送
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

連
続
し
た
動
作
に
よ
る
適
度

な
揚
程
で
、
お
酒
に
も
中
空

糸
膜
フ
ィ
ル
タ
ー
に
も
負
荷

を
か
け
な
い
送
液
が
で
き

る
。

　「
つ
ぶ
さ
ず
送
れ
る
サ
ニ

タ
リ
ー
ポ
ン
プ
Ｇ
Ｐ
」
は
、

強
い
吸
引
力
で
ス
ム
ー
ズ
に

吸
い
込
み
、
繊
細
な
も
ろ
み

を
つ
ぶ
さ
ず
送
る
こ
と
が
で

き
る
。
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト
設

計
で
、
小
回
り
や
移
動
も
し

や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

で
活
躍
す
る
。

　
今
回
の
展
示
会
で
は
、
九

り
切
り
ま
で
、
大
切
な
吟
醸

醪
を
最
高
の
状
態
で
搾
り
切

る
こ
と
が
で
き
、
吟
醸
酒
の

少
量
仕
込
み
に
は
欠
か
せ
な

い
機
種
と
な
っ
て
い
る
。

　
槽
の
大
き
さ
も
モ
ロ
ミ
量

に
応
じ
て
１
６
０
ℓ
か
ら
各

種
取
り
揃
え
る
。

　
ま
た
押
圧
方
式
も
手
廻

式
、
天
秤
式
、
手
動
油
圧
式
、

自
動
油
圧
式
ま
で
幅
広
く
品

揃
え
し
て
い
る
。
今
回
、
モ

ロ
ミ
の
搾
り
量
に
応
じ
て
６

段
階
に
自
動
加
圧
す
る
タ
イ

プ
も
発
売
。
蔵
人
の
最
初
の

袋
積
み
作
業
の
負
担
を
軽
減

す
る
浅
槽
式
タ
イ
プ
も
発
売

し
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て

い
る
。
接
液
部
は
分
解
洗
浄

が
容
易
で
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
に
も

対
応
可
能
で
、
同
社
は
「
さ

ま
ざ
ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
も

と
、
最
高
の
搾
り
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
」
と
し
て
い

る
。

　
Ｋ
Ｔ
式
吟
醸
び
ん
燗
急
冷

機
は
、
び
ん
詰
め
し
た
吟
醸

酒
の
品
質
保
持
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
す
る
装
置
。

　
同
社
の
び
ん
燗
・
急
冷
機

に
よ
る
作
業
ノ
ウ
ハ
ウ
は
定

着
し
、
ど
の
び
ん
種
で
も
、

ま
た
経
験
の
浅
い
方
で
も
、

安
定
し
た
最
高
の
び
ん
燗
・

急
冷
が
で
き
る
と
評
判
だ
。

　
手
作
業
に
よ
る
Ｐ
箱
の
移

動
を
無
く
し
た
半
自
動
型
び

ん
燗
急
冷
機
も
新
発
売
し
た

ほ
か
、
最
近
話
題
に
な
っ
て

い
る
微
炭
酸
の
び
ん
燗
急
冷

が
可
能
な
機
種
も
取
り
揃
え

て
い
る
。
同
社
は
「
さ
ま
ざ

ま
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
も
と
、
出

荷
流
通
酒
の
最
高
の
火
入
れ

の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
」

と
し
て
い
る
。

　
同
社
は
小
仕
込
製
造
蔵
の

機
種
選
定
か
ら
レ
イ
ア
ウ

ト
、
設
備
設
計
、
技
術
指
導

ま
で
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
要
望
に
も
対
応
し
て
い

る
。「
一
人
仕
込
み
の
年
間

仕
込
」。
詳
し
く
は
「
東
洋

小
仕
込
」
で
検
索
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
お
願
い

し
て
い
る
。

州
大
学
の
開
発
技
術
「
担
持

金
ナ
ノ
粒
子
」
を
採
用
し
た

製
品
に
つ
い
て
も
お
披
露
目

す
る
と
い
う
。

　
日
本
酒
は
、
圧
搾
直
後
か

ら
酸
化
な
ど
の
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
や
す
く
、
保
存
管
理
状

態
に
よ
っ
て
味
わ
い
が
変
化

し
、
経
年
と
と
も
に
ソ
ト
ロ

ン
（
熟
成
香
）
や
Ｄ
Ｍ
Ｔ
Ｓ

（
劣
化
臭
）
が
発
生
。
焼
酎

に
お
い
て
も
蒸
留
過
程
で
硫

黄
臭
が
発
生
し
や
す
く
製
造

者
を
悩
ま
せ
て
き
た
。「
担

持
金
ナ
ノ
粒
子
」
を
使
う
こ

と
で
、
Ｄ
Ｍ
Ｔ
Ｓ
系
の
香
り

だ
け
を
効
率
的
に
取
り
除
く

こ
と
が
で
き
、
送
液
時
に
起

こ
り
や
す
い
お
酒
の
酸
化
や

ダ
メ
ー
ジ
を
最
小
限
に
抑
え

る
設
計
で
、
熟
成
酒
だ
け
で

な
く
、
新
酒
な
ど
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
お
酒
の
処
理
も
、
味

わ
い
の
変
化
を
極
力
抑
え
た

状
態
で
、
目
的
の
香
り
だ
け

を
除
去
す
る
送
液
を
行
え
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　
製
品
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
同
社
（
０
８
２
―
８
４

３
―
８
３
３
９
）
ま
で
。

す
蔵
君
」
は
蒸
気
発
生
装

置
、
発
生
蒸
気
加
熱
装
置
を

内
蔵
、
蒸
気
・
水
を
接
続
す

れ
ば
直
ぐ
に
使
用
で
き
る
。

　
発
生
蒸
気
加
熱
装
置
で
高

品
質
の
蒸
米
が
出
来
、
胴
部

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
保
温
構
造
の

た
め
、
コ
シ
キ
肌
が
出
来
な

い
の
が
特
長
。

　
ま
た
、
ボ
イ
ラ
ー
が
設
置

出
来
な
い
場
所
に
も
対
応
で

き
る
電
気
式
コ
シ
キ
も
処
理

量
20
〜
２
０
０
㎏
ま
で
ラ
イ

ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
。

　
小
型
沪
過
圧
搾
機
40
Ｄ
型

は
粕
歩
合
に

も
よ
る
が
、

総
米
２
〜
20

㎏
程
度
の

醪
搾
り
が
可

能
。
澱
沪
過

や
活
性
炭
沪
過
等
の
前
処
理

工
程
に
も
対
応
し
、
移
動
式

の
た
め
様
々
な
場
所
で
使
用

で
き
る
。

軽
量
で
耐
性
に
優
れ
る
PP
沪
板

高
品
質
の
蒸
米
が
で
き
る
吟
醸
コ
シ
キ

試
験
仕
込
の
醪
搾
り
に

最
適
な
40
Ｄ
型

全
国
新
酒
鑑
評
会

全
国
新
酒
鑑
評
会

金
賞
・
入
賞

金
賞
・
入
賞

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

小
型
自
動
製
麹
装
置
を
発
売

床・棚
工
程
か
ら
出
麹
、冷
凍
保
存
ま
で

搾
っ
た
後
の
お
酒
を
守
る

酸
化
や
ダ
メ
ー
ジ
防
ぐ
設
備
を
多
数
提
案

サニハウ＋プラス

ＫＰＤのジャケタン

風味をやさし～く守る垂壺


